
広報誌「アカンサス」は金沢大学ホームページからご覧いただけます。  http://www.kanazawa-u.ac.jp/ac/

【 100円バスについての詳しい情報 】
http://www.kanazawa-u.ac.jp/j/info/access/100YenBus/trigger_k.html

　　　　　角間キャンパスと
　　　　　学生ライフエリアを結ぶ

　　100円バス
利用にご協力を!
4/1の運行スタートから地域の方
や金大生に利用されている,通称
「100円バス」。来年も100円バス
を利用するには,みなさんのあたた
かいご協力が必要です。

どんどん乗りましょう
目標利用者数の突破を目指してい
ます。採算ラインが下がった時には
もとの運賃(170～220円)に戻って
しまいます。

ICaを使いましょう
利用者数はICaでカウントさ
れています。ICaを利用すると
10%のプレミアが付いてとって
もお得です。

平
成 18

年
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広
報
誌「
ア
カ
ン
サ
ス
」の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
同
窓
会
に
は
有
償
で
増
刷
い
た
し
ま
す
の
で
,所
要
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7070

〔
編
集
後
記
〕

今
号
は
〝
研
究
特
集
〞
と
題
し
、

9
つ
の
研
究
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
る
と
き
は
人
体
、あ
る

と
き
は
世
界
、あ
る
と
き
は
宇
宙
と
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
未
知
の
世
界
へ
挑

む
先
生
方
の
お
話
は
と
て
も
興
味
深

く
、驚
き
の
連
続
で
し
た
。

金
沢
大
学
に
在
籍
す
る
教
育
研

究
者
は
11
月
現
在
で
1
1
3
8
人
。

今
後
も
続
々
と
ト
ッ
プ
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
最
新
研
究
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。お
楽
し
み
に
!!

〔
表
紙
写
真
〕

ア
カ
ン
サ
ス
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
北
地
区

広
大
な
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

3
つ
の
地
区
を
結
ぶ
2
つ
の
橋
が

架
か
っ
て
い
ま
す
。今
号
の
モ
デ
ル

は
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
み
な
さ
ん
。

本
誌
P
11
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

〔A
canthus

と
は
？
〕

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
由
来
す

る
植
物
で
、和
名
を
葉
薊（
ハ
ア
ザ

ミ
）と
い
う
。金
沢
大
学
校
章
の
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
施
設
に
名
称
が
用

い
ら
れ
る
な
ど
、長
年
に
わ
た
り
学

生
や
教
職
員
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

◎サテライト・プラザのミニ講演　★サークルのイベント

12月 December

4月 April

7 入学宣誓式
（学部:金沢市観光会館, 大学院:医学部十全講堂）

【特集】ひろがっていく金沢大学「知のチカラ」 P.2 / 学生インタビュー P.10 / サークル紹介 P.11 / 金沢大学同窓会情報 P.12 / 四高開学120年記念
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金沢大学広報誌
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1月 January
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フィルハーモニー管弦楽団 定期演奏会 （石川県立音楽堂）★

合唱団 定期演奏会 （金沢市文化ホール）★

ミニ講演 「子ども・若者の道徳－いま何が問題か－」 ◎

大学入試センター試験

金沢がん生物学・分子標的がん医療研究開発センター
合同シンポジウム2007 （医学部記念館）

1
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24

24

28

タウンミーティングin羽咋 （コスモアイル羽咋）

金沢大学国際交流後援会 （KKRホテル金沢）

学長主催金沢大学留学生懇談会 （KKRホテル金沢）

学部学生と学長との懇談会

琴尺八部 邦楽演奏会 （石川県文教会館）★

高校生対象の放射線教室

モダン・ジャズ・ソサエティ 定期演奏会
（アートシアターいしかわ）★

ミニ講演 「731部隊と金沢」 ◎

教育学部音楽科 定期演奏会 (石川県文教会館）

竹糸会 邦楽演奏会 （石川県文教会館）★

21世紀COEフォーラム
「ナホトカ号重油流出事故から10年、
私たちは何を学んだか?」

らくだの会［演劇部］金大祭公演「赤鬼」 
（金沢市立泉野図書館）★

吹奏楽団 定期演奏会 （金沢市観光会館）★

軽音部Y.F.A お城のコンサート'06 （金沢AZホール）★

2月 February

2
3
4

17

24
25

25
26

 
白峰雪だるままつりin角間の里

ミニ講演
「動物の心、人間の心:動物の学習から人間行動を考える」 ◎

公開講座

「美術へのいざないXIV-塑造による頭像の制作」
【3月の講座日程】 3/3, 4, 11, 17, 18, 21

入学試験－前期日程

9

15
〜

3月 March

6

7

8

9

附属高等学校卒業式

附属幼稚園卒園式

合格発表－前期日程

附属養護学校卒業式

附属小学校卒業式

美術部 卒展 （金沢市民芸術村）★

宝生会 能楽発表会 （石川県立能楽堂）★

入学試験－後期日程

附属中学校卒業式
ミニ講演

「大豆イソフラボンの有効性と安全性を考える」 ◎

法情報センター 模擬裁判 （サテライト・プラザ）

合格発表－後期日程

学位記・修了証書授与式
（第1部 大学院・専攻科, 第2部 学部・別科：金沢市観光会館）
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ひろがっていく 金沢大学
あらゆる領域に挑む総合大学の研究
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トッププレイヤーを育て,

大学と地域の
活性化を
金沢大学 研究・国際担当理事

長野 勇
NAGANO Isamu

金
沢
大
学
は
、長
崎
大
学
、東
京
大

学
に
次
い
で
、日
本
で
3
番
目

に
古
い
起
源
を
持
つ
総
合
大
学
で
す
。

地
理
的
に
は
、日
本
海
の
中
心
、言
っ

て
み
れ
ば
日
本
の
中
心
に
位
置
し
、医

薬
系
・
理
工
系
・
文
系
が
密
な
連
携

を
と
っ
て
、画
期
的
な
研
究
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ

ム（
※
）「
環
日
本
海
域
の
環
境
計
測
と

長
期
・
短
期
変
動
予
測
」。こ
れ
は
、日

本
海
の
中
心
と
い
う
金
沢
大
学
の
地

理
的
特
徴
を
十
分
に
生
か
し
て
い
ま

す
。同
じ
く
C
O
E
の「
発
達
・
学
習
・

記
憶
と
障
害
の
革
新
脳
科
学
の
創
成
」

は
、脳
神
経
細
胞
の
研
究
を
、障
害
を

持
っ
た
子
ど
も
の
教
育
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
、文
系
理
系
が
手

を
取
り
合
っ
た
、総
合
大
学
に
し
か
で

き
な
い
研
究
と
し
て
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、日
本
学
士
院
賞
を
受
賞

し
た
野
村
真
理
教
授
の『
ウ
ィ
ー
ン

の
ユ
ダ
ヤ
人
一
九
世
紀
末
か
ら
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
前
夜
ま
で
』。新
し
い
研
究

分
野
を
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
安

藤
敏
夫
教
授
の「
高
速
原
子
間
力
顕

微
鏡
」な
ど
、金
沢
大
学
で
は
数
多
く

の〝
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
〞が
育
ち
、高

い
レ
ベ
ル
の
研
究
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆

私
も
研
究
者
と
し
て
金
沢
大
学

で
宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
、人
工
衛

星
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
間

ず
っ
と「
自
分
の
長
所
を
P
R
す
る
こ

と
」「
人
と
組
ん
で
研
究
を
す
る
こ
と
」

を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。長
所
を
P
R

す
る
た
め
に
は
、自
分
を
知
り
、自
分

に
し
か
で
き
な
い
技
術
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
れ
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、さ
ま
ざ
ま
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
や
が
て
、

自
分
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
せ
る

よ
う
に
な
り
、結
果
、金
沢
大
学
の
研

究
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、金
沢
を
中
心
に
研
究
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
に
も
貢

献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆

研
究
担
当
理
事
と
な
っ
た
私
の
使

命
は
、金
沢
大
学
の
研
究
者
が

他
の
研
究
者
と
連
携
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、新
た

な
学
術
分
野
を
開
拓
し
、技
術
移
転
や

産
業
の
創
出
等
を
図
る
こ
と
。若
手
研

究
者
の
育
成
に
努
め
、常
に
新
し
さ
に

挑
戦
し
個
性
を
引
き
出
す
体
制
を
維

持
す
る
こ
と
。そ
れ
ら
を
通
し
て
多
く

の〝
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
〞を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は〝
世
界
の
最
高
レ
ベ
ル
の
研
究
拠

点
〞を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、特
に
将
来
性
豊
か
な

研
究
者
に
研
究
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

 
特
集  

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
挑
む

　
　
　

    

総
合
大
学
の
研
究

ひ
ろ
が
っ
て
い
く

金
沢
大
学

「
知
の
チ
カ
ラ
」

3

百
四
十
余
年
に
わ
た
り
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
金
沢
大
学
の

研
鑽
の
精
神
。

今
号
は
本
学
を
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
に

世
界
で
活
躍
す
る
研
究
者
た
ち
が
登
場
。

総
合
大
学
が
有
す
る
多
彩
な
テ
ー
マ
と
、

未
知
へ
挑
む
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

最
新
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

金沢大学の研究情報および学術情報へのアクセス

>> 金沢大学ホームページ 研究・産学連携
 http://www.kanazawa-u.ac.jp/j/shu/06.html

>> 金沢大学学術情報リポジトリKURA
 http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp:8080/dspace/

データで見る

「金沢大学の研究」

平成17年度 特許出願

特許実施許諾契約

特許実施料収入

金沢大学では法人化後,発明はすべて機関所属
とし,発明者から依頼を受けて,将来,特許とし
て保有する価値があるものは厳選のうえ特許出
願を申請しています。

54件  
3件締結

全国12位

平成18年度 科学研究費
補助金採択件数ランキング
（新規採択分）

新規+継続の採択金額は13億5,413万円。科学
研究費補助金は,日本の学術振興のために優れ
た研究を支援することを目的に設けられた研究
助成費です。

16位

○平成18年度科学研究費補助金ランキング（新規採択分）/
　文部科学省研究振興局学術研究助成課

平成17年度 外国企業
との共同研究実績　

平成17年度外国企業との共同研究実績（金額
順）において,金沢大学が全国1位となりまし
た。また,平成17年度外国特許等によるライセ
ンス等収入では6位となっています。
○平成17年度外国企業との共同研究実績（金額順）/文部科学
省研究振興局「大学知的財産本部成果還元祭～国際的な産学官
連携の推進に向けて～」より

全国1位  大学名 件数 金額（千円）

1 金沢大 2 71,600

2 東京大 7 52,798

3 京都大 3 17,075

4 九州工業大 1 15,673

学術論文被引用数の
国内ランキング

薬学・毒性学分野　　　国内

臨床医学分野　　　　  国内

学術論文被引用数とは,論文が研究を行う際に
どれくらい参考にされたかということを示すも
のです。多く引用されている論文は,世界の技術
発展に対して大きな影響を与えたということが
いえます。なお,世界ランキングでは352位です。

14位
  8位
  9位

○学術論文被引用数ランキング/（社）国立大学協会『21
世紀日本と国立大学の役割』より

国内  国外 大学名 論文数  被引用数

 1 14 東京大 61,940 677,440
 2 31 京都大 44,553 463,987
 3 35 大阪大 39,129 422,583
 4 76 東北大 35,635 274,003
 5 97 名古屋大 25,116 228,760
 6 113 九州大 25,690 204,761
 7 148 北海道大 24,052 175,062
 8 173 東京工業大 21,479 154,856
 9 221 筑波大 15,549 124,594
 10 264 広島大 14,482 105,186
 11 307 千葉大 10,501 89,080
 12 310 慶應義塾大 10,848 87,835
 13 329 神戸大 9,121 82,569

 14 352 金沢大 8,255 76,515

 1 東京大 1,089
 2 京都大 983
 3 東北大 778
 4 大阪大 762
 5 九州大 609
 6 北海道大 579
 7 名古屋大 475
 8 筑波大 366
 9 広島大 322
 10 東京工業大 316
 11 神戸大 271
 12 理化学研 254
 13 慶應義塾大 253
 14 岡山大 244
 15 千葉大 236

 16 金沢大 229

大学名       採択件数

P8 

柏
谷 

健
二
教
授 

 

過
去
の
環
境
変
動
を
知
り
、

 

近
未
来
を
予
測
す
る 

 

「
温
故
知
新
の
科
学
」

P9 

村
上 

敏
夫
教
授 

 

星
空
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン

 

ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
で
、

 

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
宇
宙
が
見
た
い

P9 

泉
田　

 

啓
助
教
授 

 

宇
宙
へ
の
夢
と
憧
れ

 

学
生
と
と
も
に

 

未
来
の
宇
宙
シ
ス
テ
ム
を
研
究

太
古
か
ら
未
来
へ

P6 

橋
本 

和
幸
教
授 

 

田
邊　

 

浩
助
手

 

金
沢
市
と
連
携
し
て
、

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る

 

調
査
を
実
施

P7 

野
村 

真
理
教
授 

 

弁
納 

才
一
教
授

 

地
域
を
越
え
た

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア

 
の
共
同
研
究

P6 

中
川 

一
史
助
教
授 

 

全
国
の
小
中
高
の
先
生
た
ち
と

 

D
|
p
r
o
j
e
c
t
を
展
開
中
!

ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
へ

P4 

安
藤 

敏
夫
教
授 

 

世
界
最
速
の
原
子
間
力
顕
微
鏡
で
、

 

た
ん
ぱ
く
質
の〝
動
き
〞を
見
る

P5 

太
田 

哲
生
教
授 

 

「
物
言
わ
ぬ
臓
器
」に
挑
む

 

世
界
が
注
目
す
る
最
新
の
が
ん
治
療

P5 

早
川 

和
一
教
授 

 

大
気
中
の
微
粒
子
に
存
在
す
る

 

「
発
が
ん
物
質
」を
追
う

細
胞
か
ら
人
体
へ

C
O
N
T
E
N
T
S

中央図書館



4

［特集］ひろがっていく金沢大学「知のチカラ」

世
界
最
速
の
原
子
間
力
顕
微
鏡
で
、

た
ん
ぱ
く
質
の〝
動
き
〞を
見
る

「
物
言
わ
ぬ
臓
器
」に
挑
む 

世
界
が
注
目
す
る 

最
新
の
が
ん
治
療

国
内
唯
一
の
医
療
技
術

が
ん
の
中
で
最
も
悪
性
で
治
療
が
難

し
い
と
さ
れ
て
い
る
膵す

い

臓
が
ん
。膵
臓
は

「
物
言
わ
ぬ
臓
器
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
自
覚

症
状
が
な
く
、抗
が
ん
剤
も
効
き
に
く
い
。

す
ぐ
脇
に
あ
る
動
脈
・
静
脈
の
血
管
付
近

に
ま
で
が
ん
は
広
が
る
が
、こ
こ
は
昔
か

ら
ふ
れ
て
は
な
ら
な
い
領
域
。ゆ
え
に
手

術
で
が
ん
を
切
除
し
て
も
が
ん
細
胞
が

残
り
、再
発
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。先
生

は
金
沢
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
い

て
、移
植
の
専
門
チ
ー
ム
と
も
協
力
し
、こ

の「
ふ
れ
て
は
な
ら
な
い
領
域
」に
挑
み
、

血
管
切
除
・
移
植
に
よ
る
膵
臓
が
ん
根
治

を
世
界
で
初
め
て
成
功
さ
せ
た
。

新
し
い
医
療
体
制
で
難
病
に
挑
む

目
指
す
の
は
外
科
手
術
に
よ
る
治
療

だ
け
で
は
な
い
。膵
臓
が
ん
は
一
般
に
血

管
の
少
な
い
腫
瘍
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

先
生
は
手
術
で
切
除
し
た
膵
臓
が
ん
標

本
を
直
接
〝
血
管
造
影
〞
し
、が
ん
組
織

内
で
作
ら
れ
た
物
質（
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ

ン
）が
既
存
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
、血
流

が
低
下
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
世
界

で
初
め
て
発
見
し
た
。血
流
が
少
な
い
か

ら
抗
が
ん
剤
が
届
か
な
い
。こ
こ
か
ら
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
膵
臓
が
ん
に
抗
が
ん

剤
が
効
く
よ
う
に
な
る
か
、今
、先
生
の

チ
ー
ム
が
中
心
と
な
り
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

附
属
病
院
で
は
臓
器
別
診
療
が
始
ま

り
、さ
ら
に
迅
速
で
柔
軟
な
治
療
が
可
能

と
な
っ
た
。今
後
も
世
界
の
医
療
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

大
気
中
の
微
粒
子
に
は
何
が
?

大
気
は
約
8
割
の
窒
素
と
約
2
割

の
酸
素
、少
量
の
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
気
体
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
が
、現

実
に
は
気
体
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
微

粒
子
が
含
ま
れ
る
。そ
の
中
に
は
発

が
ん
性
物
質
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
が
存

在
す
る
。

研
究
は
大
気
中
の
微
粒
子
を
フ
ィ

ル
タ
ー
で
採
取
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。有
機
溶
媒
を
使
っ
て
フ
ィ
ル

タ
ー
か
ら
微
粒
子
の
成
分
を
取
り
出

し
、蛍
光
や
化
学
発
光
検
出
器
を
備

え
た
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
を

使
い
、大
気
中
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
の
種
類
や
量
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

大気中の微粒子に存在する

「発がん物質」を追う
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サンフランシスコ校時代 >>
6年半在籍。研究室の同僚た
ちとビールを飲みながら,
研究のさまざまな問題につ
いて論議した。ここでの経
験が今の研究に大いに生か
されている。

>> 研究室ホームページ http:/ /www.p.kanazawa-u.ac.jp/~eisei/

>> 研究室ホームページ http:/ /web.kanazawa-u.ac.jp/~med26/

>> 研究室ホームページ http:/ /www.s.kanazawa-u.ac.jp/phys/biophys/

膵臓がんの手術

検証実験

研究に恋して 太田教授の素顔
金沢大学医学部を卒業。がん制御学外科に所属し , 膵臓がんを研究課題として
いる。「教科書に書かれた医学は過去の医学であり , 目前に悩む患者の中に明日
の医学の教科書の中身がある」（東京大学・沖中重雄教授の言葉）が座右の銘。

<< 沈む夕日を見ながら
2004年の春,カナダのバンクーバーにあるブリティッ
シュコロンビア大学（UBC）生化学教室へ短期留学。こ
の写真は,教室のボスであり,また友人でもある沼田先
生（金沢大学医学部出身）といっしょに撮ったもの。ア
カディアビーチで沈む夕日を見ながら,がん細胞の生
物学的悪性度の解明について熱く語り合った。

研究に恋して 
安藤教授の素顔
早稲田大学博士課程 , カリフォ
ルニア大学サンフランシスコ
校助手を経て金沢大学へ。ナノ
バイオロジー , 生物物理学が専
門。モーターたんぱく質の研究
をしており , その動きを独自に
開発した高速原子間力顕微鏡
で見る。趣味は料理。

自然科学研究科 
早川 和一教授
Professor HAYAKAWA Kazuichi

先生と医療チームスタッフ

高速原子間力顕微鏡

研究に恋して 
早川教授の素顔
東京大学博士課程を経て金沢大学へ。
環境系薬学 ,環境影響評価（含放射生物
学）が専門。21世紀COEプログラム「環
日本海域の環境計測と長期・短期変動
予測」の拠点リーダーを務める。

学生コメント 「先生ってこんな人」

普段はユーモアいっぱいで,いつもみんなを
和ませてくださいます。研究に対してはとて
も厳しいですが,本気で学生の気持ちになっ
て考えてくださるやさしい先生です。演台に
立たれた時はとてもご立派。尊敬できる先生
です。
（薬学部・秋山さん）

研究では妥協を許さず,学生を厳しく指導し
てくださいます。「先生は本当に研究が好き
なのだ」と感じさせられます。趣味はテニス
やスキーなど活動的。明るくて,若々しくて,
気さく。親しみやすい先生です。
（自然科学研究科博士課程・大野さん）

環
日
本
海
の
中
心
で

こ
れ
に
よ
る
と
日
本
や
韓
国
で
は

石
油
燃
料
に
よ
る
ニ
ト
ロ
多
環
芳
香

族
炭
化
水
素（
N
P
A
H
）が
多
く
、

中
国
で
は
石
炭
燃
料
に
よ
る
多
環
芳

香
族
炭
化
水
素（
P
A
H
）が
多
い
と

い
う
。日
本
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
よ

る
排
気
ガ
ス
の
影
響
、中
国
は
工
場

排
気
や
暖
房
に
よ
る
排
気
の
影
響
が

大
き
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

先
生
は
次
段
階
と
し
て
、「
中
国
で

発
生
し
た
微
粒
子
が
日
本
に
ど
の
程

度
届
く
の
か
」と
い
う
研
究
に
着
手

し
た
。中
国
か
ら
届
く
粒
子
は
黄
砂

だ
け
で
は
な
い
。冬
季
に
能
登
半
島

の
先
端
で
P
A
H
濃
度
が
上
昇
す
る

の
は
、中
国
の
石
炭
に
よ
る
暖
房
が

影
響
し
て
い
る
と
い
う
。そ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
に
人
体
に
取
り
込
ま
れ
、

健
康
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
。

今
後
に
注
目
し
た
い
。

自然科学棟にある実験室
さまざまな分析器が並ぶ

自然科学研究科

安藤 敏夫教授 
Professor ANDO Toshio

高速原子間力顕微鏡で見た
アクチン-ミオシンVと呼ばれる
モーターたんぱく質の像

〝
触
る
〞顕
微
鏡
の
威
力

「
原
子
間
力
顕
微
鏡
」と
は
ど
ん
な

も
の
な
の
か
、ど
れ
ほ
ど
す
ご
い
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
?
一
般
に「
顕
微
鏡
」

と
い
え
ば
、「
光
学
顕
微
鏡
」を
意
味
す

る
。光
学
顕
微
鏡
で
は
見
え
な
い
微
少

な
も
の
な
ら
電
子
顕
微
鏡
を
使
用
す

る
。こ
れ
ら
の
顕
微
鏡
は
例
え
る
な
ら

人
間
の〝
見
る
〞能
力
を
増
幅
す
る
も
の

で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、原
子
間
力
顕
微

鏡
は〝
触
る
〞能
力
を
増
幅
す
る
も
の
と

な
る
。針
の
先
で
試
料
を
な
ぞ
る
こ
と

に
よ
っ
て
形
状
を
知
り
、そ
れ
を
画
像

に
変
換
す
る
こ
と
で
人
間
の
目
に
見
え

る
も
の
と
す
る
。〝
見
る
〞の
で
は
な
く
、

〝
触
る
〞こ
と
に
よ
っ
て
試
料
の
詳
細
な

立
体
的
形
状
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。ま
た
、電
子
顕
微
鏡
で
は
試

料
を
真
空
中
に
置
く
必
要
が
あ
る
が
、

原
子
間
力
顕
微
鏡
で
は
そ
の
必
要
が
な

く
、大
気
中
や
液
中
で
も
観
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

世
界
で
初
め
て
成
功

一
般
の
原
子
間
力
顕
微
鏡
で
は
試
料

を
1
回
観
察
す
る
の
に
最
低
で
も
1
分

か
か
る
た
め
、静
止
画
と
し
て
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。ま
た
、試
料
を
し
っ

か
り
と
固
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、柔

ら
か
い
た
ん
ぱ
く
質
の
様
子
を
見
る
こ

と
は
不
可
能
だ
。い
わ
ば
、今
ま
で
の
原

子
間
力
顕
微
鏡
は
静
止
画
し
か
写
す
こ

と
の
で
き
な
い
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
な
の
だ
。

先
生
は
世
界
で
初
め
て
、原
子
間
力
顕

微
鏡
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。試
料
を
固
定
せ
ず
、撮
影
も

秒
以
下
の
速
度
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、今
ま
で
は
想
像
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
、た
ん
ぱ
く
質
の

〝
動
き
〞を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。こ
の
こ
と
が
ど

れ
だ
け
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
る
か
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ

ろ
う
。

新
た
な
研
究
分
野
の
開
拓

そ
も
そ
も
高
速
原
子
間
力
顕
微
鏡
を

開
発
し
た
の
は
先
生
自
身
の
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る「
モ
ー
タ
ー
た
ん
ぱ
く
質
」の

研
究
を
進
め
る
た
め
で
あ
る
。い
わ
ば
、

先
生
の
研
究
は
、よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
い
う
状
態
だ
。

加
え
て
、生
ま
れ
た
ば
か
り
の
技
術

で
あ
る
た
め
、ま
だ
観
測
デ
ー
タ
が
十

分
に
集
ま
っ
て
い
な
い
。さ
ま
ざ
ま
な

研
究
機
関
に
こ
の
装
置
を
使
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
っ
て
、ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の

発
見
や
新
た
な
研
究
分
野
が
開
拓
さ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

先
生
の
研
究
も
高
速
原
子
間
力
顕
微

鏡
も
、こ
れ
か
ら
さ
ら
に
世
の
中
を
驚

か
せ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

北京「中国科学院
生態環境研究中
心」の屋上に設置
され,1,000m3の大
気を吸引捕集し
たフィルター

太古から

未来へ

細胞から

人体へ

ローカルから

グローバルへ

医学系研究科

太田 哲生教授
Professor OHTA Tetsuo
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弱
点
を
克
服
し
て

金
沢
大
学
の
弱
点
―
―
。そ
れ
は
、研

究
の
メ
ニ
ュ
ー
は
東
京
大
や
京
都
大
に

も
ひ
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
多
様
だ
が
、

一
つ
ひ
と
つ
の
規
模
が
小
さ
く
、学
内

で
共
同
研
究
を
立
ち
上
げ
る
の
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
だ
。

2
0
0
4
年
度
の
国
立
大
学
法
人
化

を
機
に
自
ら
を「
地
域
と
世
界
に
開
か

れ
た
教
育
重
視
の
研
究
大
学
」と
位
置

づ
け
る
金
沢
大
学
と
し
て
は
、何
と
か
、

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克
服
で
き
な
い

か
…
。そ
こ
で
、先
生
た
ち
は
、学
内
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と

経
済
の
研
究
者
を
集
め
、こ
の
2
地
域

の
地
域
統
合
と
、そ
れ
に
伴
う
人
の
移

動
が
引
き
起
こ
す
問
題
に
着
目
す
る

共
同
研
究
を
立
ち
上
げ
た
。そ
う
す
る

こ
と
で
研
究
の
幅
が
広
が
り
、単
一
の

地
域
で
は
不
可
能
だ
っ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
共
同
研
究
が
可
能
に
な
っ

た
の
だ
。さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
地
域

研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
い「
あ

る
地
域
の
問
題
を
、他
地
域
を
参
考
に

し
て
考
え
る
」と
い
う
学
術
的
な
特
徴

も
生
ま
れ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
向
け
て

し
か
し
、2
年
間
で
比
較
的
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
研
究
成
果
を
出
せ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
対
し
て
、東
ア
ジ
ア
は
過
去

の
問
題
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、東
ア

ジ
ア
共
同
体
の
必
然
性
を
歴
史
的
に

検
証
す
る
地
道
な
研
究
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。「
東
ア
ジ

ア
に
住
む
日
本
人
は
、過
去
を
現
在
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
、ど
う
い
っ
た
歴

史
認
識
を
持
つ
の
か
を
問
わ
れ
て
い

る
の
で
す
」（
弁
納
先
生
）。2
0
0
6

年
か
ら
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、東
ア
ジ
ア
共
同
体
が
形
成
さ

れ
る
た
め
に
基
礎
と
な
る
歴
史
的
事

実
と
歴
史
認
識
を
再
検
討
す
る
研
究

が
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
に
目
を
向
け
、視
野
を
広
く
持
つ

先
生
た
ち
は
自
分
た
ち
の
研
究
だ

け
で
は
な
く
、学
生
に
対
し
て
も
、世

界
に
目
を
向
け
、視
野
を
広
く
持
つ
こ

と
を
期
待
す
る
。弁
納
先
生
自
身
は
、学

生
時
代
に
3
泊
4
日
を
か
け
、日
本
海

を
鑑
真
号
と
い
う
船
で
渡
り
、中
国
ま

で
渡
航
し
た
経
験
を
も
つ
。「
国
際
化
は

英
語
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、実
際

に
違
う
国
の
人
と
話
す
こ
と
。積
極
的

に
留
学
生
と
話
し
て
み
て
ほ
し
い
」。ま

た
、野
村
先
生
は
、学
生
た
ち
が
真
摯
に

課
題
に
取
り
組
む
姿
を
評
価
し
つ
つ

も
、「
最
近
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
し
て
資

格
試
験
の
勉
強
に
邁
進
す
る
学
生
が

多
い
け
れ
ど
、日
本
の
外
に
も
目
を
向

け
、社
会
や
政
治
と
い
っ
た
国
際
関
係

に
も
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
」と
若
い

世
代
へ
の
要
望
を
語
っ
た
。

地
域
を
越
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
の
共
同
研
究

中国浙江省杭州市郊外の農村。水田が広がる中に3階建て
の白い農民の家が建ち並ぶ。弁納先生は近代中国農村経済
史研究のために農村によく出かける。

金
沢
市
と
連
携
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
調
査
を
実
施

〝
官
学
〞協
働
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

社
会
学
研
究
室
で
は
、毎
年
、石
川

県
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た「
社
会
調

査
実
習
」を
実
施
。3
年
生
と
大
学
院

生
が
参
加
す
る
こ
の
実
習
に
、今
年
は

金
沢
市
が
加
わ
っ
た
。こ
れ
は
昨
年
、

橋
本
先
生
が
市
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
の
保
存
と
形
成
に
関
す
る
検
討
懇

話
会
」の
座
長
と
な
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
実
態
を
把
握
し
、地
域
活
動
の
課

題
や
改
善
点
な
ど
を
知
る
た
め
に
調

査
研
究
の
必
要
性
を
報
告
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

研
究
成
果
で
市
に
貢
献
し
た
い

調
査
対
象
は
町
会
長
1
3
8
8

人
と
、ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
市
民

1
5
0
0
人
。す
で
に
1
0
0
0
人
以

上
の
町
会
長
か

ら
回
答
が
あ
り
、

通
常
の
調
査
よ

り
も
格
段
高
い
回
答
率
に
、「
町
会
に

対
す
る
調
査
は
40
年
ぶ
り
。最
近
は
町

会
が
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、

何
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
」と
橋
本
先
生

は
考
え
て
い
る
。「
現
在
は
日
常
生
活

に
お
け
る
問
題
が
複
雑
で
、個
々
で
は

対
処
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、少
子

高
齢
化
、生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
希
薄
化
し
て
い
る
。リ

ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
集
団
や

組
織
を
形
成
し
な
い
と
い
け
な
い
」。

今
回
の
分
析
と
研
究
成
果
が
こ
う
し

た
問
題
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
と
、メ

ン
バ
ー
た
ち
は
意
欲
的
だ
。

橋本教授
大阪大学博士課程,和歌山大
学助教授を経て,金沢大学へ。
コミュニティにおける地域・
家族や高齢化などの研究を行
う。著書は『高齢化社会と生活
選択』（共編・2002年）他多数。

学生コメント
「先生ってこんな人」
講義では優しい表情で穏やか
にお話しされる姿が印象的で
す。お酒が大好きで,学生を飲
みに連れて行ってくれる優し
い先生です。（文学部・林さん）

研究に恋して 教授たちの素顔

文学部 
橋本 和幸教授
Professor
HASHIMOTO Kazuyuki

メンバーの手によって,一つ
ひとつ集計・分析がされていく

コクヨS&Tと子どもたちによる
ワークショップ

<< クワガタ
趣味は息子と近くの山に入っ
てのクワガタ捕り。しかし,今
年は受験生のため,なかなかつ
きあってもらえなかった。

研究に恋して 中川助教授の素顔
小学校教諭を経て,金沢大学へ。研究テーマは,情報教育に関す
る学習環境など。クワガタ捕り,温泉めぐり,車と,趣味は多彩。

>> D-project ホームページ http:/ /www.d-project. jp/

商
品
を
企
画
開
発
す
る
子
ど
も
た
ち

今
年
9
月
か
ら
、金
沢
大
学
教
育
学

部
附
属
小
学
校
6
年
1
組
で
は
、コ
ク

ヨ
S
&
T
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
商

品
企
画
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
す
る
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
推
進
し
て

い
る
の
が
、中
川
先
生
が
会
長
を
務
め

る「
D
|
p
r
o
j
e
c
t
」（
デ
ジ
タ
ル
表

現
研
究
会
）だ
。子
ど
も
た
ち
は
身
近
な

文
具
を
題
材
に
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
を
検

討
し
、市
場
調
査
を
行
い
、新
商
品
の
企

画
を
考
え
、成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
。そ
の
中
で
、働
く
こ
と
の
や
り

が
い
や
意
義
と
と
も
に
、発
想
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
社
会
で
求

め
ら
れ
る
力
が
育
ま
れ
て
い
く
と
い
う
。

I
C
T
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
な
い
授
業
を

D
|
p
r
o
j
e
c
t
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は「
デ
ジ
タ
ル
」と「
デ
ザ
イ
ン
」。「
学
校

に
I
C
T
が
入
っ
て
き
て
か
ら
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ソ
フ
ト
を
使
え
て
も

授
業
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
先
生
も

多
か
っ
た
。効
果
を
考
え
、デ
ジ
タ
ル
を

使
っ
た
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
こ

う
と
立
ち
上
げ
ま
し
た
」。2
0
0
2

年
設
立
か
ら
会
員
は
す
で
に
5
0
0

人
。メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
情
報
交
換

を
行
い
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
年
2
回

の
研
究
会
も
実
施
。企
業
と
の
産
学
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
常
時
行
わ
れ
て

い
る
。現
在
は
さ
ら
に
進
化
し
た「
新
生

D
|
p
r
o
j
e
c
t
」を
考
案
中
で
あ
る
。

全国の小中高の先生たちと

D-projectを
展開中!

教育学部附属
教育実践総合センター  

中川 一史助教授 
Associate Professor
NAKAGAWA Hitoshi

>> 社会学研究室ホームページ 
http:/ /web.kanazawa-u.
ac.jp/~socio/home.htm

田邊助手
中央大学博士課程を経て,金
沢大学へ。激しく変化し続け
る現代社会の原理的な仕組み
について研究している。趣味
は映画館で映画を観ること。
金沢の映画上映環境に関心を
持っている。

学生コメント
「先生ってこんな人」
気難しそうに見えて,学生との
おしゃべりが大好きな先生で
す。流行に詳しく,いろんな情
報を学生に教えてくださいま
す。（文学部・林さん）

人間社会環境研究科 
田邊 浩助手 

Assistant
TANABE Hiroshi

研究室のミーティング風景

経済学部 

弁納 才一教授 
Professor BENNOU Saiichi

経済学部  

野村 真理教授 
Professor NOMURA Mari

研
究
に
恋
し
て 

教
授
た
ち
の
素
顔

野村教授
専門は社会思想史。一橋大学助手を経て,金沢
大学へ。2003年に著書『ウィーンのユダヤ人
一九世紀末からホロコースト前夜まで』で日
本学士院賞を受賞。趣味はオペレッタを鑑賞
すること。

弁納教授
専門は東洋史。東京都立大学人文科学研究科
博士課程卒業。中国農村経済の近代化に関す
る研究を行う。趣味は中国に行くこと。他には
特にないため,「今から妻に老後を心配され
ている」とのこと。

<< 留学生時代
中国に留学していた頃
の天安門前広場。写真
の「民主の女神像」は
現在撤去されている。
1989年撮影。

中国大連市中山広場の周辺。高層ビルが林立している。

［特集］ひろがっていく金沢大学「知のチカラ」

共著 『地域統合と人的移動
  ヨーロッパと東アジアの
  歴史・現状・展望』

太古から

未来へ

細胞から

人体へ

ローカルから

グローバルへ
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青い湖面が美しいバイカル湖。この色は,高地の抜けるような青空を反射したもの。

特集　ひろがっていく金沢大学「知のチカラ」

過
去
の
環
境
変
動
を
知
り
、

近
未
来
を
予
測
す
る

「
温
故
知
新
の
科
学
」

9 8

気
候
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
実
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原
が
世
界
の
気

候
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
ん
で

す
」。ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
中
央
部
に
位
置

す
る
世
界
最
大
・
最
高
度
の
高
原
。そ

こ
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
地
球
環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
?

地
球
環
境
の
変
化
は
日
照
量
で
決

ま
る
。地
球
上
で
最
も
高
度
の
高
い
チ

ベ
ッ
ト
高
原
は
、太
陽
に
最
も
近
い
位

置
に
あ
る
。加
え
て
そ
れ
は〝
高
原
〞と

い
う
名
の
巨
大
な
大
地
の
塊
で
、海
の

よ
う
に
1
年
を
通
し
て
常
に
一
定
の
熱

を
吸
収
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。高

原
が
雪
で
覆
わ
れ
れ
ば
光
を
反
射
す

る
。そ
う
で
な
い
場
合
に
は
熱
を
よ
く

吸
収
す
る
。そ
し
て
、高
原
の
地
面
が
暖

ま
る
と
周
囲
の
空
気
を
熱
し
て
上
昇
気

流
が
生
ま
れ
る
。こ
れ
が
季
節
風
の
元

と
な
り
、世
界
各
地
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
高

原
に
向
け
て
空
気
が
流
れ
込
む
こ
と
に

な
る
の
だ
。

自然計測応用研究センター 

柏谷 健二教授 
Professor KASHIWAYA Kenji

>> 研究室ホームページ http:/ /earth.s.kanazawa-u.ac.jp/Hydrology/

過
去
に
星
を
出
発
し
た
光
が
、

地
球
に
届
く

私
た
ち
が
見
て
い
る
星
の「
光
」は
、

は
る
か
昔
に
そ
の
星
を
出
発
し
、何
年

も
、何
百
年
も
、何
万
年
も
か
け
て
地
球

に
た
ど
り
着
い
た
も
の
。星
空
を
見
上

げ
る
こ
と
は
、宇
宙
の
過
去
の
姿
、あ
る

い
は
宇
宙
が
も
っ
と
若
か
っ
た
頃
の
姿

を
見
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

望
遠
鏡
を
使
っ
て
、遠
い
星
を
見
る

と
い
う
こ
と
は
、さ
ら
な
る
宇
宙
の
若

い
姿
を
見
る
と
い
う
こ
と
。し
か
し
、

最
高
性
能
の
望
遠
鏡（
※
）を
使
っ
て
も
、

捉
え
ら
れ
る
光
は
1
0
0
億
光
年
―
―

1
0
0
億
年
前
の
宇
宙
の
姿
―
―
ま
で

だ
。宇
宙
の
始
ま
り
が
知
り
た
い
。

※
宇
宙
空
間
に
浮
か
ん
だ
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡

「
宇
宙
の
歴
史
年
表
」を
作
る

村
上
先
生
は
生
ま
れ
た
頃
の
宇
宙
を

知
ろ
う
と
、太
陽
よ
り
は
る
か
に
大
き

な
星
が
寿
命
を
終
え
、ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
に
な
る
際
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
」を
追
っ
て
い

る
。こ
の
現
象
は
、1
0
0
億
光
年
の
彼

方
か
ら
地
球
ま
で
届
き
、当
時
の
宇
宙

の
姿
を
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。

し
か
し
、ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
は
、い

つ
、ど
の
方
角
で
お
き
る
の
か
、ま
っ
た

く
予
測
で
き
な
い
。そ
こ
で
人
工
衛
星

が
ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
を
捉
え
た
瞬

間
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
制
御
す
る
宇

宙
科
学
研
究
所（
I
S
A
S
）の
望
遠
鏡

と
、理
学
部
屋
上
に
あ
る
望
遠
鏡
が
自

動
的
に
そ
の
方
角
に
向
く
よ
う
セ
ッ
ト

し
て
あ
る
。

時
間
に
し
て
た
っ
た
の
20
秒
、夜
空

か
ら
届
く
星
の
終
焉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

「
や
っ
ぱ
り
、誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
宇

宙
を
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
魅
力
で
す

ね
」。1
3
7
億
年
の
歴
史
を
持
つ
宇

宙
。村
上
先
生
は
、そ
の「
歴
史
年
表
」の

完
成
を
目
指
し
て
、今
日
も
星
空
の
彼

方
に
望
遠
鏡
を
向
け
る
。

<< 絵画
先生が描いた数々の作品。
自然の絵が多く,緑の色彩
が美しい。

研究に恋して

村上教授の素顔
東京大学助手,宇宙科学研究所助教
授などを経て金沢大学へ。宇宙物理
学や天文学が専門。日夜ガンマ線
バーストを追いかけ,まだ誰も見た
ことのない宇宙の過去を探ってい
る。研究室にはさまざまなジャンル
の音楽CDが並ぶ。

星
空
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン

ガ
ン
マ
線
バ
ー
ス
ト
で
、誰
も

見
た
こ
と
の
な
い
宇
宙
が
見
た
い

>> 研究室ホームページ
http:/ /astro.s.kanazawa-u.ac.jp/

宇
宙
で
働
く
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち

ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
筒
状

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
物
体
。そ
れ
は
次
々

と
膨
ら
ん
で
円
柱
状
の
建
材
に
な
る
。

無
重
力
空
間
を
飛
び
回
り
、そ
れ
ら
建

材
を
組
み
立
て
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

建
築
す
る
の
は
完
全
自
律
型
の
ロ
ボ
ッ

ト
た
ち
。―
そ
ん
な
未
来
を
目
指
す
泉

田
先
生
。研
究
室
で
は
、す
で
に
無
重
力

環
境
で
安
定
し
て
膨
ら
む
建
材
と
、自

分
の
目
で
障
害
物
を
見
て
、そ
れ
を
避

け
な
が
ら
組
立
作
業
を
行
う
自
律
的
な

宇
宙
ロ
ボ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

学
生
と
と
も
に
研
鑽

宇
宙
に
モ
ノ
を
打
ち
上
げ
る
費
用
は

莫
大
だ
。そ
の
た
め
運
搬
時
に
は
小
さ

く
収
納
さ
れ
、宇
宙
空
間
で
展
開
す
る

超
軽
量
の
構
造
が
不
可
欠
と
い
う
。先

生
は
真
っ
直
ぐ
に
膨
ら
ん
で
円
柱
状
の

建
材
に
な
る
膜
面
の〝
特
殊
な
折
り
方
〞

を
開
発
し
た
。ま
た
、危
険
を
伴
う
宇
宙

空
間
で
の
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
担
わ
せ

る
た
め
、環
境
認
識
能
力
と
学
習
能
力

を
与
え
た
。し
か
し
、今
の
方
法
で
は
複

雑
な
作
業
に
は
膨
大
な
計
算
時
間
を
要

し
て
し
ま
う
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

よ
り
も
は
る
か
に
シ
ン
プ
ル
な
頭
脳

で
、ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
も
高
度
な
動
き
を

見
せ
る
昆
虫
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。

研
究
室
の
学
生
が
見
せ
て
く
れ
た
6

本
足
の
昆
虫
型
宇
宙
探
査
ロ
ー
バ
。「
歩

い
た
り
障
害
物
を
乗
り
越
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、次
は
カ
メ
ラ
を

付
け
て
周
囲
の
状
況
を
認
識
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
」。彼
ら
の
夢
が
ま
た
一
歩

前
進
す
る
日
は
近
い
。

宇
宙
へ
の
夢
と
憧
れ

学
生
と
と
も
に
未
来
の

宇
宙
シ
ス
テ
ム
を
研
究

>> 研究室ホームページ
http:/ /www.ms.t.kanazawa-u.ac.jp/~space/

バイカル湖で獲れる魚オームリ >>
塩漬けや燻製として食べたり,ルイベ（冷
凍）として食べる。「ルイベは癖のある味。
しかし,慣れるとやめられなくなる」とか。

<< イルクーツク市の「金沢通り」
シベリアの真珠と呼ばれるイルクーツク市は金
沢市と姉妹都市。バイカル湖地域“観光”の拠
点であるが,ロシア科学アカデミーに属する多数
の研究所もあり,バイカル湖“研究”の拠点で
もある。夏場は新潟から飛行機の直通便がある。

研究に恋して

柏谷教授の素顔
京都大学博士課程,神戸大学助手などを
経て金沢大学へ。陸水物理学と水文地
形学が専門で,湖沼-流域系の環境プロ
セスと変動を研究テーマとし,チベット
高原やバイカル湖などユーラシア大陸
東部を調査する。自然環境の厳しい地
域での調査が多いが,湖の美しさに魅せ
られている。

研究に恋して

泉田助教授の素顔
大阪府立大学助教授を経て金沢大
学へ。航空宇宙工学が専門。宇宙に
巨大建造物を浮かべるための建材
やロボット , その制御メカニズムを
研究している。学生とともに研究を
進 め , 宇 宙 へ の「 夢 」に 向 か っ て い
る。サッカーとスキーが得意。

学生コメント「先生ってこんな人」

学生からの質問に快く応じてくれる教育
熱心な先生です。その熱心さから厳しい指
導になることもありますが,その人のもつ
知識やスキルを伸ばしてくれます。また,
知識の幅が非常に多彩で,研究活動では頼
りになる存在です。
(自然科学研究科博士課程・藤井さん)

“ THE研究者&教育者! ”研究に対する情
熱は人一倍熱く,費やす時間・パワーは並
み大抵のものではありません。忙しくても
昼夜関係なく,僕たちとのゼミに時間を割
いてくれます。そんな先生に感謝し日々啓
発されています。
(自然科学研究科修士課程・小田さん)

真っ直ぐに膨らんで円柱状の建材に
なる膜面構造

学生たちと昆虫型の宇宙探査ローバ

自然科学研究科

村上 敏夫教授 
Professor MURAKAMI Toshio

自然科学研究科

泉田 啓助教授 
Associate Professor SENDA Kei

理学部の屋上にある望遠鏡

インターネットで制御
するISASの望遠鏡
大きさは国内で5番目!

ハッブル宇宙望遠鏡が
撮影した「宇宙で一番
遠いところ」の写真
撮影:NASA

小
さ
な
堆
積
物
か
ら

先
生
は
こ
の
巨
大
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

利
用
し
、地
球
の
環
境
変
動
の
歴
史
を

解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。方
法
は
、チ

ベ
ッ
ト
高
原
上
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
に
あ
る
湖
、そ
の
湖

底
に
沈
む
堆
積
物
の
分
析
だ
。「
湖
底
の

堆
積
物
は
、地
球
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ド

で
す
」。季
節
風
や
偏
西
風
の
影
響
で
、

湖
に
は
世
界
中
の
風
が
運
ん
で
き
た
も

の
が
沈
ん
で
い
る
。花
粉
や
黄
砂
、雨
が

削
っ
た
山
の
土
砂
。そ
ん
な
ご
く
小
さ

な
サ
ン
プ
ル
を
相
手
に
、地
球
全
土
の

環
境
デ
ー
タ
を
引
き
出
し
て
い
る
。

6
0
0
メ
ー
ト
ル
で
1
千
万
年

 

先
生
は
す
で
に
ロ
シ
ア
の
バ
イ
カ
ル

湖
で
6
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
達
成
。5
年
が
か
り
で
1
千
万
年

分
の
堆
積
物
の
収
集
を
完
了
し
た
。こ

の
解
析
と
並
行
し
て
、さ
ら
に
高
い
場

所
に
位
置
す
る
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
フ
ブ

ス
グ
ル
湖
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。「
高

度
が
高
い
ほ
う
が
、感
度
が
よ
い
デ
ー

タ
が
取
れ
る
ん
で
す
よ
」。研
究
者
の
目

は
輝
く
が
、実
際
の
研
究
環
境
は
過
酷

を
極
め
て
い
る
。高
度
5
0
0
0
メ
ー

ト
ル
近
く
の
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
調
査
で

は
、高
山
病
に
こ
そ
か
か
ら
な
か
っ
た

が
、10
キ
ロ
も
体
重
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。

未
来
を
知
り
た
い

そ
れ
で
も
さ
ら
に
感
度
が
よ
い

緻
密
な
デ
ー
タ
を
求
め
る
理
由

は
た
だ
ひ
と
つ
。5
0
0
0
年
や

1
万
年
先
と
い
っ
た
現
実
味
に
乏

し
い
未
来
で
は
な
く
、今
を
生
き

る
我
々
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
50

年
先
や
1
0
0
年
先
の
環
境
予
測

を
し
た
い
た
め
だ
。そ
れ
は
土
壌

浸
食
な
ど
、地
形
災
害
の
予
測
か

ら
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
先
生

な
ら
で
は
の
信
念
と
い
え
る
。

実
際
に
調
査
を
し
て
い
る
と
き

は
、そ
の
激
務
ゆ
え
に
二
度
と
行

く
ま
い
と
思
う
。「
で
も
ね
ぇ
、あ

の
湖
の
青
さ
を
見
れ
ば
、疲
れ
な

ん
か
吹
き
飛
び
ま
す
よ
」。太
古
の

環
境
変
動
を
紐
解
き
、未
来
を
予

測
す
る
研
究
者
は
、近
く
モ
ン
ゴ

ル
・
フ
ブ
ス
グ
ル
湖
へ
と
旅
立
つ
。

自律的に組み立て作業を行う
宇宙ロボット

［特集］ひろがっていく金沢大学「知のチカラ」

太古から

未来へ

細胞から

人体へ

ローカルから

グローバルへ



学生インタビュー
Student interview

学生インタビュー / サークル紹介

1011

［ チアリーダー部の活躍はここで! ］
○ 金沢大学アメリカン・フットボール部応援
 開催日： 12月3日（日）・16日（土）
 会　場： エキスポ・フラッシュ・フィールド
  （大阪府吹田市）

○ 全国大学選手権（インカレ）出場
 開催日： 12月9日（土）・10日（日）
 会　場： 国立代々木競技場

http://www.geocities.co.jp/
Athlete-Olympia/4482/

金
沢
大
学 

医
学
部 

医
学
科
5
年

田
中 

仁
啓

TAN
AK

A Yoshihiro

1
9
9
1
年
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
医
学
部
の
文
化
祭「
医
学
展
」。

田
中
さ
ん
は
実
行
委
員
長
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
率
い
、

今
年
、医
学
展
を
15
年
ぶ
り
に
み
ご
と
復
活
さ
せ
た
!

こ
と
を
考
え
て
い
る
人
が
い
る
と

思
っ
た
ん
で
す
」。友
人
の
存
在
が

心
の
支
え
に
な
っ
た
と
、田
中
さ
ん

は
語
っ
た
。

企
画
に
は
大
き
な
志
が
あ
っ
た
。

「
医
学
に
対
す
る
地
域
の
方
の
興
味

は
大
き
い
。自
分
た
ち
が
日
々
学
ん

で
い
る
医
学
の
知
識
を
み
な
さ
ん

に
還
元
し
た
い
」。予
算
の
集
め
方
、

提
案
の
仕
方
、広
報
の
方
法
。あ
ら

ゆ
る
こ
と
が
未
知
だ
っ
た
が
、ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
、人
工
皮
膚
の
縫

合
体
験
や
心
肺
蘇
生
体
験
、白
衣
を

着
て
の
記
念
撮
影
な
ど
、医
学
部
の

特
色
を
ユ
ニ
ー
ク
に
打
ち
出
し
た

「
自
分
た
ち
の
大
学
祭
」を
作
り
上

げ
て
い
っ
た
。

医
療
に
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
人
を
ま
と

め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し

た
」。協
力
者
を
集
め
る
こ
と
、実
行

委
員
長
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
ま
と

め
る
こ
と
。そ
し
て
、お
客
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
く
こ
と
。「
医
者
と
い

う
仕
事
も
、決
し
て
一
人
で
は
で
き

な
い
仕
事
で
す
」。最
善
の
医
療
を

行
う
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
す
る

こ
と
、そ
し
て
何
よ
り
、患
者
さ
ん

か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
。医
学
展
で

の
貴
重
な
経
験
が
、将
来
の
医
療
現

場
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

自
分
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
、

自
分
で
創
ろ
う

田
中
さ
ん
が
医
学
展
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、昨

年
開
催
さ
れ
た
全
国
の
医
学
生
が

集
う
イ
ベ
ン
ト
。「
他
大
学
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
に
出
会

い
、刺
激
を
受
け
ま
し
た
。金
大
の

医
学
生
た
ち
も
、彼
ら
の
よ
う
に
、

自
分
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
自

分
で
創
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
姿

勢
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」。

医
学
展
は
、か
つ
て
は
4
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
だ
っ
た
が
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
化
で
学
生
が

多
忙
に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
人
材
が
現
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

学
生
た
ち
も
、自
分
の
学
生
生
活
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
抱
い

て
い
る
の
だ
が
、誰
も
動
こ
う
と
し

な
か
っ
た
。「
金
大
の
医
学
部
に
は
、

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
大
学
を
変

え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
自
分
が
率

先
し
て
、ま
ず
は
医
学
部
の
大
学
祭

を
創
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
笑
顔
・
元
気
・
勇
気
」

チ
ア
ス
マ
イ
ル
で
、み
ん
な
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
テ
ー
ピ
ン
グ

な
ど
の
ケ
ア
を
施
し
、栄
養
面
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、時
に
は
メ
ン
タ

ル
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ト
レ
ー

ナ
ー
。教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
課

程
で
ト
レ
ー
ナ
ー
の
勉
強
を
す
る

た
め
に
、金
沢
大
学
を
選
ん
だ
部

長
・
南
條
芳
幸
さ
ん（
教
育
学
部
3

年
）は
、「
ト
レ
ー
ナ
ー
は
選
手
が
よ

り
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
。選
手
を
外
か
ら
見
る

人
が
い
る
と
、ケ
ガ
を
す
る
直
前
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
で
す
」と
語
る
。メ
ン

バ
ー
は
現
在
26
名
。週
に
2
回
、勉

強
会
を
開
い
て
知
識
や
技
術
を
高

め
て
い
る
。そ
れ
と
並
行
し
て
、他

の
部
に
所
属
し
て
ト
レ
ー
ナ
ー
活

動
を
行
う
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

毎
年
10
月
に
は
1
か
月
間
、体
育

館
内
に
ト
レ
ー
ナ
ー
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、運
動
部
の
学
生
た
ち
に
対
し

て
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、テ
ー
ピ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
ケ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
。今
年
は
1
0
0
人
以

上
の
学
生
が
利
用
し
た
と
い
う
。

「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
を
疎
か
に
す
る
、漫
然
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
る
な
ど
健
康

管
理
に
対
す
る
意
識
は
ま
だ
ま
だ

低
い
。ブ
ー
ス
を
開
設
す
る
こ
と

で
、ト
レ
ー
ナ
ー
の
存
在
を
広
め
、

積
極
的
に
意
識
の
改
善
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」。

アスレチックトレーナー部
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
支
え
る

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

競
技
チ
ア
の
大
会
で
上
位
入
賞

す
る
チ
ー
ム
は
、ス
ポ
ー
ツ
部
の
応

援
や
イ
ベ
ン
ト
出
演
を
せ
ず
に
練

習
を
重
ね
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、金

大
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
は
毎
月
の
よ

う
に
そ
れ
ら
に
参
加
す
る
た
め
、大

会
の
練
習
に
割
け
る
時
間
は
少
な

い
。「
イ
ン
カ
レ
で
予
選
を
突
破
す

る
た
め
の
練
習
に
専
念
し
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
る
け
れ
ど
、応
援
も

イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
い
か
ら
や
め
ら

れ
な
い
」。大
会
に
特
化
し
た
競
技

チ
ア
か
、応
援
す
る
チ
ア
か
。葛
藤

す
る
毎
日
だ
が
、古
木
さ
ん
の
表
情

は
明
る
い
。「
金
大
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
売
り
は
笑
顔
。チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

始
め
て
か
ら
、常
に
笑
顔
で
い
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

彼
女
た
ち
は
今
日
も
、大
会
の
た

め
、そ
し
て
み
ん
な
の
応
援
の
た

め
、練
習
に
励
む
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
と
ス

ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
。そ

ん
な
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
。し
か
し
、そ
の
演

技
は
一
朝
一
夕
に
で
き
た
も
の
で

は
な
い
。「
見
た
目
よ
り
も
ず
っ
と

ハ
ー
ド
」「
入
部
前
は
筋
ト
レ
を
す

る
な
ん
て
考
え
て
な
か
っ
た
」、部

員
た
ち
は
口
々
に
そ
う
言
う
。部

長
・
古
木
光
華（
ふ
る
き
ひ
か
り
）

さ
ん（
文
学
部
3
年
）に
よ
る
と
、

「
練
習
は
基
本
的
に
は
週
3
回
で

す
。1
回
の
応
援
の
た
め
に
3
〜
4

時
間
の
練
習
を
10
回
以
上
し
ま
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
ア
ッ
プ
を
し
て
、

柔
軟
、ジ
ャ
ン
プ
キ
ッ
ク
の
基
礎
練

習
、そ
れ
か
ら
演
技
の
練
習
を
し
ま

す
。時
に
は
動
け
な
く
な
る
ほ
ど
筋

ト
レ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

がんばっている人を強力にサポートします。 

応援するサークル特集
http://www.ad.kanazawa-u.ac.jp/ad_gakusei/student/club/

現在,金沢大学には,文科系サークルが41,
体育系サークルが43あり, 2,500名以上の
学生が所属しています。

サークル
          紹介

プロフィール
1982年6月生まれ。兵庫県神戸市
出身。高校時代は文化祭の副委員長
や体育祭の総務主任を務め,その経
験が医学展復活に生かされた。忙し
い時ほど勉強がはかどり,暇な時は
怠けてしまうタイプと自己を分析。
医学展期間中は多忙ながらも充実
した毎日だったと語る。座右の銘は
「時間は作るもの」。夢は日本だけに
留まらないスケールの大きな医者
になること。

2006年「金沢大学医学展」

50
余
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

最
初
の
課
題
は
協
力
者
を
集
め

る
こ
と
だ
っ
た
。友
人
た
ち
は
快
諾

し
て
く
れ
た
。し
か
し
そ
こ
か
ら
広

げ
る
の
が
難
し
か
っ
た
。授
業
前
の

時
間
を
使
い
、教
室
に
集
ま
っ
た
学

生
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
が
、反
応

は
良
く
な
い
。田
中
さ
ん
は
作
戦
を

変
え
た
。大
勢
に
訴
え
る
の
で
は
な

く
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
回
っ
て
一
人
ひ

と
り
の
学
生
に
声
を
か
け
た
の
だ
。

結
果
、3
週
間
で
50
余
名
の
協
力
者

が
集
ま
っ
た
。

「
友
人
は
快
諾
し
て
く
れ
ま
し

た
。だ
か
ら
他
に
も
き
っ
と
、同
じ

［ アスレチックトレーナー部の活躍はここで! ］
○ 学内向けトレーナーブース（来年度も開催予定）
 スポーツ部所属の学生を対象に開設
 会　場： 角間キャンパス体育館

○ 石川県市町対抗ふるさと駅伝大会サポート活動
 開催日： 12月3日（日）
 会　場： 加賀温泉郷

h t t p : / / w w w . g e o c i t i e s . c o . j p / A t h l e t e -
Samos/7297/
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第
四
高
等
中
学
校

官
立
高
等
教
育
の
幕
開
け

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
4
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。現

在
は
金
沢
大
学
名
誉
教
授
、同
大

T
L
O
代
表
取
締
役
、同
大
資
料

館
客
員
研
究
員
。研
究
・
著
作
は

「
加
賀
藩
の
火
薬
、塩
硝
の
調
査
・

研
究
」「
金
沢
医
学
館
で
の
ス
ロ
イ

ス
、ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
医
学
教
育

の
調
査
・
研
究
」「
硝
石
の
舎
密
学

と
技
術
史
」な
ど
多
数
。

金
沢
大
学
名
誉
教
授

 ITAG
A

K
I E

iji

板
垣
英
治

01「金沢細見図」（明治20年5月出版/金沢市立玉川
 図書館近世史料館蔵）
02 明治25年の第四高等中学校校舎（四高記念室提供）
03 木村 栄肖像画（金沢大学理学部蔵）
04 当時の面影を残す旧校舎。現在の石川近代文学館

04

01

03

02

学
都
金
沢

歴
史
探
訪 

其
の
七

1213

こ
の
秋
、第
四
高
等
学
校
開
学
1
2
0
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。10
月
16
日
か
ら
の「
四
高
開
学

1
2
0
周
年
記
念
展
示
」に
始
ま
り
、20
日
、21
日
、22
日
の
3
日
間
は
、金

沢
の
ま
ち
が
か
つ
て
の
四
高
生
た
ち
で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
し
た
。

「
金
沢
大
学
同
窓
会

  

連
絡
協
議
会
」が
発
足

金
沢
大
学
同
窓
会

■ 法・経・文同窓会
事務局:金沢市角間町 金沢大学
文学部・法学部・経済学部 気付
TEL(076)264-1667

■ 教育学部同窓会
事務局:金沢市平和町1-1-15
金沢大学教育学部附属小学校 気付 
TEL(076)226-2111

■ 理学部同窓会連絡会
事務局:金沢市西町三番丁16番地
金沢子ども科学財団 気付
TEL(076)221-2061

■ 医学部十全同窓会
事務局:金沢市宝町13-1 
金沢大学医学部内
TEL(076)265-2131

■ 医学部保健学科つるま同窓会
事務局:金沢市小立野5-11-80
金沢大学医学部保健学科 気付
TEL(076)265-2504

■ 薬学部薬学同窓会
事務局:金沢市角間町
金沢大学薬学部 気付 
TEL(076)234-4411

■ 工学部金沢工業会
事務局:金沢市角間町 金沢大学
自然科学研究科(工学部) 気付
TEL(076)264-0482

■ 四高同窓会
事務局:金沢市広坂2-2-5
石川近代文学館内 
TEL(076)262-5464

■ 同窓会連絡協議会
事務局:金沢市角間町
金沢大学総務部 気付
TEL(076)264-6196

受け継がれた四高北辰太鼓

卒
業
生
へ
の
情
報
提
供
と
、学
部

や
学
科
単
位
の
同
窓
会
の
連
携
を

図
る
た
め
、ゆ
る
や
か
な
全
学
連
合

組
織「
金
沢
大
学
同
窓
会
連
絡
協
議

会
」が
こ
の
夏
、発
足
し
ま
し
た
。本

学
の
大
先
輩
で
あ
る
、四
高
同
窓
会

も
構
成
員
に
迎
え
て
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

こ
れ
は
金
沢
大
学
が「
同
窓
生
の

連
携
強
化
」を
目
標
と
し
て
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、卒
業
生
サ
イ
ト

の
開
設
、広
報
誌「
ア
カ
ン
サ
ス
」の

送
付
、同
窓
会
代
表
者
の
懇
談
会
開

催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

で
す
。

連
絡
協
議
会
は
、同
窓
会
へ
の
加

入
促
進
や
各
同
窓
会
報
発
行
の
支

援
、行
事
の
協
力
な
ど
の
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

四
高
開
学
1
2
0
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

―
― 

10
月
21
日

四
高
の
シ
ン
ボ
ル〝
北
斗
星
〞が

1
2
0
個
散
り
ば
め
ら
れ
た
バ
ン

ダ
ナ
。腕
に
、頭
に
、思
い
思
い
に
そ

れ
を
巻
き
つ
け
た
学
生
た
ち
。コ
ン

サ
ー
ト
の
企
画
と
編
曲
に
尽
力
さ
れ

た
故
・
棚
倉
昭
美
氏
の
思
い
も
胸

に
、開
演
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

 

金
沢
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
と
金
沢
大
学
合
唱
団
、総
勢

1
0
0
名
の
学
生
が
、「
北
の
都
」な

ど
の
四
高
寮
歌
と
金
沢
大
学
校
歌
、

計
12
曲
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。客

席
で
と
も
に
口
ず
さ
む
の
は
、か
つ

て
の
四
高
生
た
ち
。コ
ン
サ
ー
ト
も

終
盤
に
さ
し
か
か
る
と「
北
辰
」、

「
超
然
」の
文
字
が
躍
る
法
被
姿
の

バ
ン
カ
ラ
が
。応
援
旗
を
持
っ
た
同

窓
生
た
ち
が
舞
台
に
駆
け
上
が
る

と
、感
極
ま
っ
た
会
場
は
総
立
ち
と

な
っ
て
寮
歌
を
高
唱
し
ま
し
た
。

「
学
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

「
四
高
開
学
1
2
0
年
祭
全
国
大
会
」

―
― 

10
月
20
日
・
22
日

20
日
に
開
か
れ
た「
学
都
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」に
は
、林
勇
二
郎
学
長
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
。「
学
都

の
心
を
再
び
」の
テ
ー
マ
で
、四
高

卒
業
生
で
あ
る
作
家
・
高
橋
治
氏
、

前
滋
賀
大
学
長
・
宮
本
憲
一
氏
た

ち
と
、か
つ
て
四
高
が
あ
っ
た
頃
の

街
の
活
気
や
市
民
と
の
交
流
、こ
れ

か
ら
の
学
都
金
沢
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

22
日
。同
窓
生
約
7
0
0
名
が
出

席
し
た「
四
高
開
学
1
2
0
年
祭
全

国
大
会
」で
は
、5
年
ぶ
り
に
再
会

し
た
同
窓
生
た
ち
が
、卒
業
年
度
や

寮
ご
と
に
次
々
と
舞
台
に
上
が
っ

て
、応
援
旗
を
振
り
か
ざ
し
て
寮
歌

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

し
か
し
、メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
な

ど
の
事
情
か
ら
、四
高
同
窓
会
と
し

て
は
こ
れ
を
最
後
に
全
国
的
な
行
事

は
終
了
。林
学
長
は
、四
高
同
窓
会
か

ら「
四
高
北
辰
太
鼓
引
継
目
録
」の
贈

呈
を
受
け
、四
高
の
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
を
金
沢
大
学
が
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

声高らかに歌い上げる

熱き青春の応援歌  四高開学120年記念イベント

総会で選任された役員のみなさん

同窓会
2006年は,

卒業生の皆さん,
同窓会に参加
しませんか?

金沢大学同窓会情報

明
治
19
年（
1
8
8
6
）4

月
に
文
部
省
は「
中
学
校

令
」を
公
布
し
て
、全
国
を
5
地
区

に
分
け
て
各
々
に
高
等
中
学
校
1

校
の
設
置
を
決
め
た
。当
時
の
北

陸
4
県
で
激
し
い
誘
致
運
動
が
行

わ
れ
た
結
果
、地
元
の
強
い
教
育

熱
意
と
石
川
県
専
門
学
校
の
歴
史

的
系
譜
の
重
要
性
を
文
部
省
が
認

め
、同
年
11
月
に
正
式
な
設
置
区

域
と
位
置
と
し
て
、「
第
一
区
ハ
東

京 

第
三
区
ハ
京
都 

第
四
区
ハ
金

沢
ト
シ 

第
二
区
第
五
区
ハ
追
テ

之
ヲ
定
ム
」と
し
た
。さ
ら
に
翌
20

年
4
月
に
は
、「
金
沢
ニ
設
置
ス
ル

モ
ノ
ヲ 

第
四
高
等
中
学
校
ト
称

ス
」と
告
示
し
た
。開
校
の
た
め
に

必
要
な
資
本
金
は
、旧
藩
主
家
の

前
田
利
嗣
氏
か
ら
7
万
8
千
23
円

余（
現
行
換
算
推
定
額
は
約
8
千

7
百
万
円
）が
寄
付
さ
れ
、他
は

地
元
有
志
者
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ

た
。こ
れ
は
他
の
学
区
で
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
20
年
10
月
に
は
、本
校
の

開
校
記
念
式
が
仙
石
町（
現
在
の

金
沢
市
広
坂
周
辺
）の
専
門
学
校

校
舎
で
挙
行
さ
れ
た
。01
は
同
年

5
月
出
版
の「
金
沢
細
見
図
」で

あ
り
、中
央
公
園
の
一
画
に「
第

四
高
等
中
学
校
」と
記
入
さ
れ
て

い
る
。最
初
の
人
事
は
、初
代
校
長

が
柏
田
盛
文（
元
鹿
児
島
県
議
会

議
長
）、肬い

ぼ

岡
彦
助
舎
監（
元
鹿
児

島
県
警
察
）、飯
盛
挺
造
教
頭（
物

理
学
、東
京
大
学
卒
、佐
賀
県
出

身
）、川
上
親
晴
幹
事（
鹿
児
島
県

出
身
）、徳
永
富
教
諭（
鹿
児
島
県

出
身
）ら
が
中
枢
部
を
占
め
、明
治

政
府
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
て

い
た
。他
の
教
官
は
、石
川
県
専
門

学
校
か
ら
本
間
六
郎（
外
国
語
、地

理
、歴
史
）、今
井
省
三（
外
国
語
、

化
学
）、北
条
時
敬（
外
国
語
、数

学
）等
が
着
任
し
た
。

校
舎
は
明
治
22
年（
1
8
8
9
）

6
月
か
ら
新
築
工
事
が
始
ま
り
、

明
治
26
年
10
月
に
落
成
し
た
。現

存
の
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

赤
煉
瓦
建
て「
旧
第
四
高
等
学
校

本
館
」（
現
石
川
近
代
文
学
館
）は

文
部
省
技
官
で
あ
っ
た
山
口
半
六

と
久
留
正
道
に
よ
り
設
計
さ
れ
、

明
治
24
年
8
月
に
竣
工
し
た
。02

は
本
館
の
完
成
直
後
の
も
の
で
あ

り
、本
館
の
最
も
古
い
姿
で
あ
る

（
04
は
現
在
の
姿
）。

明
治
20
年
10
月
に
、石
川
県
専

門
学
校
在
校
生
は
本
校
の
入
学
試

験
を
受
け
、学
力
に
よ
り
本
科
理

科
第
一
年
に
木
村
栄（
03
）、井
上

友
一
を
は
じ
め
6
名
、予
科
第
一

級
に
は
藤
岡
作
太
郎
、西
田
幾
多

郎
、金
田
良
吉
、鈴
木
貞
太
郎（
大

拙
）を
は
じ
め
16
名
、同
2
級
に
は

24
名
、同
3
級
に
は
42
名
が
入
学

し
た
。

明
治
27
年（
1
8
9
4
）6
月
に

高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、本
校

は「
第
四
高
等
学
校
」に
改
称
さ
れ

た
が
、学
校
自
体
に
は
大
き
な
変

化
は
な
か
っ
た
。本
校
設
立
当
時

の
姿
は「
旧
石
川
県
専
門
学
校
敷

地
並
資
産
引
継
書
類
及
び
目
録
、

第
四
高
等
中
学
校
」（
明
治
21
年
）

に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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文
化
の
日
か
ら
始
ま
る
3
連
休
。

秋
晴
れ
の
下
、多
く
の
方
が
金
沢
大
学
を
訪
れ
ま
し
た
!

 

「
医
療
人
養
成
G
P
」に
採
択

平
成
18
年
度「
地
域
医
療
等
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
質
の
高
い
医
療
人
養
成
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
医
療
人
養
成
G
P
）に
、医
学
系
研
究

科
の「
周
生
期
医
療
専
門
医
養
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

8/3

 

夏
季
一
斉
休
業
を
実
施

学
内
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
推
進
お
よ
び
教
職

員
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
て
、全

学
一
斉
の
夏
季
休
業
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

8/14
～16

S
e

p
te

m
b

e
r 

9
月

 

新
司
法
試
験
に
合
格

法
科
大
学
院
の
修
了
者
を
対
象
と
す
る
初
の

「
新
司
法
試
験
」に
1
名
が
、11
/
9
の「
旧
司
法

試
験
」に
は
2
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

9/21

 

9
月
期
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

学
部
生
32
名
、大
学

院
研
究
科
修
了
生
と

博
士
論
文
審
査
合
格

者
59
名
、合
計
91
名
に

学
位
記
・
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

9/28

 

法
務
研
究
科
が
模
擬
裁
判
を
実
施

学
生
の
教
育
と
市
民
の
裁
判
員
制
度
へ
の
理

解
を
目
的
に
、市
民
公
開
の
模
擬
裁
判
を
実
施
し

ま
し
た
。

9/2

 

ア
フ
リ
カ
5
カ
国
の
教
育
関
係 

 

者
が
来
学

ガ
ー
ナ
、エ
チ
オ
ピ

ア
、ウ
ガ
ン
ダ
、マ
ラ

ウ
イ
、ザ
ン
ビ
ア
の
教

育
関
係
者
が
学
校
運

営
に
つ
い
て
学
ぶ
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9/14
～10/6

 

「
新
興
・
再
興
感
染
症
研
究
拠
点

 

形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択

文
部
科
学
省
が
進
め
る「
新
興
・
再
興
感
染
症

研
究
拠
点
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
医
学
系
研
究
科

の「
ハ
ノ
イ
に
お
け
る
薬
剤
耐
性
H
I
V
の
現
状

お
よ
び
推
移
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

9/20

P
12
に
関
連
記
事

 

先
端
外
科
手
術
を
小
学
生
が
体
験

医
学
部
附
属
病
院
で
、親
子
体
験
学
習
会
が
行

わ
れ
、県
内
の
親
子
23
組
が
参
加
し
ま
し
た
。心

臓
手
術
の
ラ
イ
ブ
中
継
や
、豚
の
胆
の
う
摘
出
術

体
験
、手
術
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ビ
ン
チ
」の
見
学
な

ど
を
行
い〝
未
来
の
外
科
医
誕
生
〞を
期
待
さ
せ

る
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま

し
た
。

8/21

 

も
の
づ
く
り
教
室
を
開
催

子
ど
も
た
ち
が
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
で「
か
ら

く
り
コ
ー
ス
タ
ー
」の
部
品
作
り
と
組
み
立
て
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

8/23

 

金
沢
学
子
ど
も
体
験
塾
を
開
催

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、金
沢
の
伝
統
芸
能
や

工
芸
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム「
金
沢
学
子
ど
も

体
験
塾
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

8/24
～25

8/28

 

「
金
沢
大
学
同
窓
会
連
絡
協
議
会
」

 

が
発
足

8/28

A
u

g
u

s
t 

8
月

O
c

to
b

e
r 

10
月

 

「
里
山
里
海
自
然
学
校
」が
開
校

三
井
物
産
環
境
基
金
の
支
援
を
受
け
、珠
洲
市

に「
能
登
半
島
・
里
山
里
海
自
然
学
校
」を
設
立

し
ま
し
た
。地
域
と
連
携
し
て
、環
境
配
慮
型
の

地
域
振
興
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

10/9

 

四
高
開
学
1
2
0
年
記
念

 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

資
料
館
で「
四
高
開
学
1
2
0
周
年
記
念
展

示
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。21
・
22
日
に
は
、J
R

金
沢
駅
か
ら
本
学
へ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運

行
さ
れ
ま
し
た
。

10/16
  ～29

 

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
副
学
長

 

が
来
学

本
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
大
学
副
学
長
の
前
み
ち
子
教
授
が
、林

学
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

10/13

 

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
」

 

設
立
記
念
式
典
を
開
催

石
川
県
内
19
の
高
等
教
育
機
関
で
構
成
さ
れ

る「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
」の
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、会
長
を
務
め
る
林
学
長
が
挨
拶
し

ま
し
た
。

10/28

 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

 

13
連
覇

北
陸
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

リ
ー
グ
で
13
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

10/28

 

吹
奏
楽
団
が
全
国
大
会
銅
賞 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
吹
奏
楽
団
が

銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10/28

N
o
v
e

m
b

e
r 

11
月

 

国
家
公
務
員
II
種
採
用
試
験

 

（
行
政
）が
国
立
大
学
で
ト
ッ
プ

平
成
18
年
度
国
家
公
務
員
I
種
採
用
試
験
合

格
者
は
8
名
で
全
国
27
位
、II
種
は
93
名
が
合

格
。行
政
の
み
の
合
格
者
数
72
名
は
国
立
大
学
で

1
位
で
し
た
。

11/1

 

森
厚
文
教
授
が「
原
子
力
・
放
射
線 

 

安
全
管
理
功
労
者
表
彰
」を
受
賞

学
際
科
学
実
験
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総

合
研
究
施
設
長
・
森
厚
文
教
授
が
、平
成
18
年
度

の「
原
子
力
・
放
射
線
安
全
管
理
功
労
者
表
彰
」

と「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

11/8

P
10
に
関
連
記
事

 
 

金
沢
大
学
医
学
展

15
年
ぶ
り
に
復
活
し
、5
5
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

11/4
 ～5

 

第
1
回
ア
カ
ン
サ
ス
駅
伝
大
会

金
沢
大
学
の
総
合
移
転
の
終
了
に
あ
わ

せ
、角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
新
し
い
伝
統
行

事
と
し
て
、今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

11/5

 
 

第
43
回
金
大
祭

「
既
成
性
の
地
平
を
こ
え
て
―
―

　
　
　
　

拓
け
!
黎
明
の
大
地
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、多
く
の
模
擬
店
や
サ
ー

ク
ル
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

11/3
 ～5

 

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

医
学
系
分
野
の
産
学
官
連
携
の
推
進
に
つ
い

て
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

11/20

 

ふ
れ
て
サ
イ
エ
ン
ス
&

 

て
く
て
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

 

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

理
学
部
と
工
学
部
の
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
2
0
0
0
人

が
、サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
見
学
や
実
験
の
体
験

な
ど
を
し
ま
し
た
。

11/3

 
 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

 
 

開
催

「
見
つ
け
よ
う
、君
の
将
来
。

　
　
　

感
じ
よ
う
、君
の
未
来
」

金
沢
大
学
を
目
指
す
高
校
生
た
ち
を
対

象
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。模
擬
授
業
、入
試
概
要
の
説
明
、個

別
相
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
、2
日
間
で
延
べ

7
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

8/8
～9

 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

 

金
沢
大
学
店
が
開
店

P
12
に
関
連
記
事

 

21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「
環
日
本
海
」と「
革
新
脳
科
学
」の
C
O
E
で

そ
れ
ぞ
れ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

9/21～
23,25

は,


